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概要 

Abstract 

 

近年深層学習の登場に伴い、人工知能（AI）技術に注目が集まっており、

我々の社会生活にも大きな影響を与えている。医療分野も例外ではなく、米

国 FDA においては、1000 を超える AI を活用したプログラム医療機器が既

に承認され、臨床応用されている。日本においても、2016 年１月に閣議決定

された第 5 期科学技術基本計画の中で、日本の目指すべき理想の社会とし

て「Society 5.0」が提案され、ＡＩがその基盤的技術として導入されることが明

文化された。その後、国策としてＡＩ研究開発が開始され、医療・介護分野も

重点領域として長期戦略が発表された。私は第 5 期科学技術基本計画が発

表された直後に、国内に先駆けるような形で CREST 事業の一環として開始

された大型医療ＡＩプロジェクトである、「ＡＩを活用した統合的ながん医療シス

テムの開発」プロジェクトを研究代表として推進して以来、内閣府の PRISM・

BRIDGE と医療ＡＩに関する大型プロジェクトを研究代表として推進してきた。

その間に複数の成果を社会実装し、実地臨床でも使用されている。本セミナ

ーは研究立案から薬事承認取得・上市を行った経験を基に、医療ＡＩの臨床

応用における現状及び今後の展望を紹介する。 
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